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1 次の(1)～ (4)の間いに答ぇなさい。
(1)図 1のように,底にコインを置いた茶わんに水を注いだところ, ■Fしか兄ぇていなかっ

たコインが浮き ヒがって見ぇた。図2は,水中のコインの点Aが点Bの位置に浮き上がって

見ぇるときのようすを模式的に表したものである。図2における光の道筋を表した図として

最も適当なものを,下のア～工の中から一つ選んで,その記号を書きなさい.
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(2)40℃ の水 100gが入つているビーカーに塩化ナ |ヽ リウム 30gを力Πえ,ガ ラる棒を用いて

ゆっくりかき混ぜたところ,塩化ナ トリウムはすべて水に溶けた。このときできた塩化ナ ト

リウム水溶液の質量パーセント濃度として最も適当なものを,次のア～工の中月ヽら一つ選ん

で,その記号を書きなさい。

t:71:およそ23%

イ およそ28%
ウ およそ33%
工 およそ 38%

t



(3)図 1は ,マ ツの花のつくりを模式的に表 したもので,雌花と雄化が見られる。また,図 2

は,マ ツの雌花と雄花のりん片のつくりを模式的によしたものである。図 1,2の A～ Dで

示したつくりのうち,雄花と花粉のうを示しているつくりの組み合わせとして正しいものを,

次のア～工の中から ―つ選んで,そ の記号を書きなさい。
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図 1 図 2

(4)花子さんは,双 眼実体顕微鏡を用いて,安 山岩の磨いてある面

を観察 した。図は,観察した安山端に見られたつくりを模式的に

表 したものである。安山岩の特徴やでき方について,正 しく述ベ

ているものを,次 のア～工の中から一つ選んで,そ の記号を書き

なさい。

ア 斑状組織というつくりが見られるので,マ グマが地 ドでゆっくりと冷え1占|ま ってでき
たと考えられる。

イ 斑状組織というつくりが見られるので,噴火のときに流れ出たマグマが地表や地表近
くで急速に冷え固まってできたと考ぇらiれる。

ウ 等粒状組織というつくりが見られるので,マ グマが地下でゆっくりと冷ぇ固まってで
きたと考えられる。

工 等粒状組織というつくりが見られるので,噴火のときに流れ出たマグマが地表や地表
近くで急速に冷え固まってできたと考えらiれる。
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2  の(1)～(3)の問いに答ぇなさい。
(1)先生と太郎さんが,密度とものの浮き沈みについて話している。次の会話を読んで,下の

①～④の問いに答ぇなさい。

先生 :物質が液体に浮くか沈むかは,その物質の密度が液体の密度

よりも大きいか,小 さいかで決まります。例えば,立 方体
の日体 P(1辺 の長さは 3.Ocm)を水 (密度は 1.00g/cm‐ )

に入れて,図 1の ようになつた場合,日体 Pの密度は,水

あ ということになります。

口はP

太郎

先生

図 1

なるほど。

ところで太郎さん,以前に密度の求め方について学びましたね。図 1の同体 Pの

質量を25.Ogと すると,固体 Pの密度は何 g/cm・ であると考ぇられますか。

太郎 :およそ でしょうか。

うの中に入れた場合,日体のろうは

先生

太郎

そのとおりです。

先生,昨 口行った実験において,液体

のろうが入ったビーカー全体を常温で

ゆっくり冷やしたところ,ろ うはすべ

て同体に変化しました。図 2は , この

ときのろうのようすを表したものです.

液体のろうと固体のろうとでは,密度  図2

に差が生じるのでしょっか。

先生 :そ うですね。精度に差が生じることから,固体のろうの一部を採取して液体のろ

F」

―¨→ト

と考ぇられますね。

① 文中の あ に当てはまる語を書きなさい。

に当てはまる内容として最も適当なものを,次のア～工の中から一つ

に当てはまる語を書きなさい。

選んで,その記号を書きなさい。

ア 0.78g/cm.

イ 0938/cm'
ウ 1.08g′ cm.

工 1.23g/cm=

③ ろうの体積が図2で示したように変化した理由を,「ろうが液体から固体に変化すると,」
という書き出しに続けて,「粒子間の距離」という語を用いて説明しなさい。

② 文中の

0 文中の

,

の密度よりも
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(2)花子さんは,モノコードを用いて次の実験 1,2を行い, ノートにまとめた。「 の①～③
の問いに答えなさい。

弦の中央をはじき,同様 に してパ ソコンの画亘上に音の波形を表示させた。ただし,

こまの (、「置は変ぇなかつたものとする.
弘
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●
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図 1 図 2 図 3

≪実験 2≫

こまの位置を調整し,PO間の弦の長さを 10cm,
20c m,30c mと したとき,それぞれの長さのとき
に出る音の高さが同じになるように,つ るすおもり
の質量を変ぇた。表は,音の高さが等しくなったと
きのPO間の弦の長さとつるしたおもりの質量との
関係をまとめたものである。
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① 実験 1,2で用いたモノコードの弦の振動と音のち
がいについて,次のようにまとめた。文中の

い に当てはまる語の組み合わせとして最も適

当なものを,右のア～工の中から一つ選んで,その記
号を書きなさい。

出る音の

＼ あ い

ア 振幅 大きくなる

イ 振幅 小さくなる

ウ 振動数 大きくなる

エ 振動数 小さくなる

弦の先につるすおもりの数を増やすほど,弦の張りが強くなるので,弦をはじいたときに

が

② 実験 1の下線部における音の波形を表した図として最も適当なものを,次のア～工のHI
から一つ選んで,その記号を書きなさい。ただし, 日盛りは省略しており,点線の波形は
図 2の波形を示している。

ア       イ       ウ      ・ エ

あ

｀
ヽ

~ヽ

, 実験 2の結果から, PQ間 の弦の長さを 2倍 , 3倍にしたとき,お もりの質量を 4
倍,9倍にすることで,同 じ高さの音が出ることがわかつた。これらのことから考ぇると,
PQ間の弦の長さを 40c mに して,実験 2の ときと同じ高さの音を出すためには,つ る
すおもりの質量を何 gにすればよいと考ぇられるか,求めなさい.
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花子さんの実験ノー トの一部

≪実験 1》 次の操作0～0を順に行った.
0 弦の先におもりをつるすことで,弦の張りを変ぇられるモノコードを用意した。
② 図 1の ように,弦の先におもりを 1個つるし, PQ間の弦の中央をはじいた。こ
のとき出た音をパソコンにつないだマイクロホンで拾い,パソコンの画面上に音の

波形を表示させたところ,図 2の ような波形が見られた。ただし,図 2の横軸は時
間を,縦軸は振動の振れ幅を示している。
③ 図3のように,弦の先におもりを2個つるして,2■上童1_生回_墜量奎≦IttШ■2
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(3)太郎さんは,力のはたらきについて調べ,次の資料 1,2をまとめた。下の①～③のH。日い

に答ぇなさい。ただし,100gの物体にはたらく重力の大きさは lNと する.

≪資料 1≫

図 1の ような装置を用いて, 2本のばねAと Bを引く力の大きさとばねののびとの

関係を調べた。図 2は,こ のとき調べた結果から,それぞれのばねを引く力の大きさ

とばねののびとの関係をまとめたグラフである。
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図 1 図 2

≪資料 2》

1つの物体に 2つ以上の力がはたらいていて,その物体が静 ILしているとき,物体

にはたつく力は,つ り合っているという。 2カ のつり合いの例として,次の(a),(b)の

ような例がある。

(a)図 3のように,机の上に置いた物体を指で押したとき,押 しているのに物体が動

かない.

(b)図 4の ように,机の上に置いた物休が静止している。

l方 1本
Q

P 物 け

, ■
[

図 3 図 4

」

、,れ

1111 図 1の グラフから.ばねAと Bののびは,ばねを引く力の大きさに比例していることが

わかる。このような関係を何というか,書きなさい。

② 図 1の ばね Bの先に 120gのおもりをつるした。このときのばね Bの のびは何 cmか ,

求めなさい。      
フ

0 資料 2において,図 3の矢印 Pで示した力と,図 4の矢印Qで示した力とつり合いの関
係にある力の名称として最も適当なものを,次のア～工の中か

'、

それぞれ一つずつ選んで ,

その記号を書きなさい。

ア 重力
イ 電気のカ
ウ 摩擦力
工 垂直抗力
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3 混合物の分離を調べた次の実験について,下の(1)～nの問いに答えなさい。

(1)図 2は ,実験で用いた温度言|と 枝つきフラスコの一部を模式的
に表したものである。枝つきフラスコ内の温度計の球部は, どの

位置にしていたか,最 も適当なものを,図 2のア～工の中から一
つ選んで,そ の記号を書きなさい。

(2)実験の操作②において, 3本の試験管に液体を集めたあと,ガ
スハーナーの人を消す前にある操作を行った。これについて,次
の①,②の間いに答えなさい。

図 2

:t●  |｀

実験のように,液体を沸騰させて気体にし,それを冷やして,ま た液体にして
を あ

一̈
一

本
と

ニ
タ
ノ
ー
ル
の
混
合
物

■

“

C,

ウ

,ヽ

ある操作を行 うことで,液体の逆流を防ぐことができる。ある操作の内容を,「ガラス管」
という語を用いて説明しなさい。

に当てはまる語を書きなさい。

② 次のア～ウは,ガスバーナーの火を消すときに行った操作である.ア～ウの操作を行っ
た順に左から並べて,記号で書きなさい。
ア コックを開めて,ガスの元栓を開めた。
イ 空気調節ねじを開めた。
ウ ガス調節ねじを開めた。

(3)表の 1轟藝塞墜lで示した結果になった理由を,「他の試験管に集めた液体に比べて,1と い
う書き出しに続けて説明しなさい。

①

という。

利用することで,物質を分離している。

は,混合物中の物質の性質のうち,

≪実験≫ 次の操作0～0を順に行った。
● 図1の ような装置を組み立てて,水 17cm`
とエタノール 3 cln・ の混合物を加熱した。

② 出てきた液体を順に, 3本 の試験管に約 2
cm`ずつ集めた。また,液体を集めていたと
きの温度も記録した。

O もとの7,.合物と, 3本の試験管に集めた液
体の性質を調べた。表は,操作0,0の結果
をまとめたものである。

表

[つ きフラスコ内の温度計は省1嗜 している.

`月
責言|      ?′

|ヽ

枝●,ネ フラ
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1本目

■ ||

●ラス年

冷

た

―
ホ

¨
時

石

図

液体 隼■
~い
たときの温度〔で, ● スをつけたとき

もとの混合物

1■色

火はつかなかった。

]本 日の試験管に葉めた 。・体 72 3～ 8]2

2本 日の試験青にヽめた液体 81 2 ヽ ,2 9 人はついたが.すぐに消えた.
3零 口げ嶽験● |こ準めた液体 ,3 0～ ,4.8 火はつかなかった。

あ
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4 花子さんは,凸レンズのはたらきを調べる実験を行い,ノートにまとめた。あとの(1)～ (5)の
問いに答ぇなさい。ただし,凸 レンズに入った光が屈折 して進む場合,光は凸レンズの中心線

で屈折して進むものとする。

花子さんの実験ノー トの一部

≪実験 1≫

図 1のような,ふ くらみが異なる凸レンズAと Bを用いて,次の操作0,②を順に行っ

た。

● 図2の ように,凸 レンズAに光を入オして,凸 レンズAを壁からゆっくりと離してい

き,光が 1点に集まったところで止めた。このときの凸レンズAの中心から光が集まっ

た点までの距離を焦点距離として測定した。

[] L ]/iA A L,r 1B 焦点距所
|。 |レ ンス
・ A 上

・
く●――‐――――

1点 に
集まった光

図 1 図 2 酢していく

② 凸レンズBを用いて,同様の操作を行った。
表 1は ,凸 レンズAと Bの焦点距離をまとめた

ものである。

焦点距離〔cm〕

20

凸 レン ズB |(,

≪実験 2≫

実験 1で用いた凸 けンズAを用いて,図 3の よう

な装置を組み立てた。その後,光源の物体の位置を

変ぇて,ス クリーンを動かし,ス クリーン上に,はっ

きりとした像ができるか調べた。表 2は ,調べた結

果をまとめたものである。

九源の物体

凸 レン
'■
A

スクリーン

,ti首

図 3

光源の物体のF置 像の位置 像について

焦点距離の2倍より ,ヽ
速い●置

焦点距離の 2倍の位置と焦点の間 (0)

焦点距離の2倍の位置
と焦点の間

焦点距離の2倍よりも遠い位置 (⑤ )

焦点よりも凸レンズに

近い位置

スクリーン上に像はできなかったが,

凸レンズを通して像が見えた
(0)

,

＾

一̈

,

.L

‐ ●
Tζ l

■■
^不ζ∠



(1)実験 1において,右の図は,凸 レンズAに入った光
のうち,光軸に平行な光 Xを表 したものである。解答

用紙の図に凸レンズAの焦点を●で示し,光 Xの道筋の

続きをかきなさい。

1日 盛りの大きさ|よ 縦と横が
いずれも4 oloと する. 4oロ

4● ¨

あ い

ア 長 くなる

イ 長くなる 小さくなる

ウ 短くなる 大きくなる

エ 短くなる 小さくなる

に当てはまる語の組み合

わせとして最も適当なものを,次のア～工の中から一つ選んで,その記号を書きなさい。

(2)実験 1の考察について述べた次の文中の

′,｀

凸レンズのふくらみが小さくなる1ス ど,焦点距離

ことがわかつた。このようになるのは,

い

ふくらみが小さい凸レンズを通った光の屈折のしか

たが,か くらみが大きい凸レンズを通った光の屈折
のしかたに比べて

(3)実験 2において,光源の物体を焦点よりも凸レンズに近い位置にしたとき,ス クリーン上
に像はできなかつた。下線部のようになった理由を, 1凸 レンズを通った光が |と いう書き

出しに続けて説明しなさい。

(4)実験 2において,表 2の ( 0 )～ ( ◎ )に当てはまる内容として最も適当なものを,
次のア～工の中からそれぞれ一つずつ選んで,その記号を書きなさい。
ア 物体よりも大きな実像であった。
イ 物体よりも小さな実像であった。
ウ 物体よりも大きな虚像であった。
工 物体よりも小さな虎像であった。

(5)実験 1で用いた凸レンズBを用いて,実験 2と 同様の操作を行つたところ,光 7,申の物体と
同じ大きさのはっきりとした像がスクリーン上にできた.こ のときの光源の物体とスクリー
ンまでの距離は何 cmであったが,求めなさい。

| ,

あ
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5, 太郎さんは,値物や動物のなかまについて調べ,ノ ー トにまとめた。あとの(1)～(6)の問いに
答ぇなさい。

太郎さんのノー トの一部

く植物のなかまについて>

図 1は ,カ キノキの花のつくりを模式的に表 したもので,図 2は,カ キノキの果実の

断面を模式的によしたものである。カキノキのように,胚珠が子房の中にある種子植物

`
植物という。

めしベ 鷲旱

「
ヽ

川

ウ
″

イ

ｌｔ

・ヽ

1・ 子

OD

図 1 図 2

|ま |ヽ |′ |`｀ ´

は ,ヽ いいえ  はい い い ア

は い |｀ い ´

は tヽ |ヽ い /

A
′ヽ ビ

B

ハ
|ヽ

C D

イス

E

カニ

F

マイマイ

図 3

)\ 1., ,t/v, 4;<, -,C,,-, -"4 -.-l

背骨がある

卵生である つ

一生,肺で呼吸する

い
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く動物のなかまについて>

身近に見られる動物の特徴について整理し,図 3のように分類した。ただし,図 3の

動物は, グループA～ Fのいずれかに分類されていることを示している.

r―――
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(2)図 1において,受粉後,成長して図 2の果実になるのはどの部分か, この部分を黒くぬり
つぶして表 した図として最も適当なものを,次のア～工の中から つ選んで,その記号を書
きなさい。

(1)文 中の に当てはまる語を書きなさい。

ア ウ エ

(3)成長したカキノキの葉を観察したところ,網 目状の葉脈が見られた。このことから考ぇら

れるカキノキの体のつくりとして,最 も適当なものを,次のア～工の中から一つ選んで,そ
の記号を書きなさい。

ア 発芽したときの子葉の数は, 1枚である。
イ 発芽したときの子業の数は, 2枚である。
ウ 地中には,ひげ根というたくさんの細い根が見られる。
工 地中には,仮根という根のように見える部分がある。

||t][|(10

(4)図 3の グループDに分類される動物のアは,雌の体内で受精したあとに卵が育ち,子とし
ての体ができてから生まれる。このようななかまのふやし方を何というか,書きなさい。

(5)図 3の グループCに分類される動物は,子 (幼生)の ときと成長したとき (成体のとき)と で

は,呼吸のしかたが異なっている。子(幼生)の ときの呼吸のしかたを,呼吸を行う■つのつ

くりの名称にふれ /ょがら説明しなさい。ただし,成長したとき (成体のとき)の呼吸のしかた

については書かないこと。

(6)図 3の い に当てはまる内容の組み合わせとして最も適当なものを,

次のア～工の中から一つ選んで,その記号を書きなさい。

い
ヽ
つ

ア 体表は,羽毛でおおわれている

イ 体表は,羽 毛でおおわオしている 内臓が外とう膜に包まれている

ウ 体表は, うろこでおおわれている 内臓が外とう膜に包まれている

エ 体やおしが多くの節に分かれている

つ
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あ

イ

｀
ヽ
ヽ、
ヽ

体やあしが多くの節に分かれている

体表は, うろこでおおわれている



6)花 子さんは,火山噴出物について調べるために先生と観察を行い,ノ ー トにまとめた。下
の(1)～(5)の問いに答えなさい。

花子さんの観察ノー トの一部

≪観察 1≫

人山灰や火山れきの粒の大きさや色などのようすを調べた。また,火山弾,溶岩,軽

石などの色や形,表面のようすを調べた.

≪観 察 2≫

雲仙普責岳の火山灰と伊豆大島の火山灰をそれぞれ蒸発皿にとって水でよく洗い,鉱

物をとり出した。その後,双眼実体顕徴鏡を用いて鉱物の色や形などの特■rを観察した。

【結果】 ・火山噴出物の種類によって,大きさや形にちがいがあった。
・図のように,軽石の表面には,た くさんの穴が見られた。

・雲仙普賢岳の火山灰には自っばい鉱物が,伊豆大島の火山灰に

は黒っばい鉱物が多く含まォしていた。

図

■ ■

一
一
一

あ花子 :怪石の表面の人は,マ グマから あとなのでしょうか。

先生 :そ うですね。マグマが固化してできた軽石や溶岩には,マグマから

が穴になって残っています。

あ と

花子 :な るほど。ところで先生,雲仙普賢岳と伊吼大島の火山灰とでは,多 く含まれてい

る鉱物の色にちがいが見られま した。このような結果になったのはなぜでしょうか。

先生 :マ グマの い がちがうためです.マグマの つヽ 火山の火

山灰には,雲仙普賢岳のように,自 っぱい鉱物が多く含まれています。

あ

花子さんと先生は,観察後に次のような会話をした。

に当てはまる内容を書きなさい。

(2)文 中の に当てはよる語として最も適当なものを,次のア～工の甲から一つ選ん

(1)文 中の

(3)文 中の

で,その記号を書きなさい。

ア ねばりけ    イ 色 工 |こおい

(4)ド線部として最も適当なものを,次のア～工の中から一つ選んで,その記号を書きなさい。

ア 磁鉄鉱    イ 石英    ウ 輝石    エ カンラン石

(5)雲仙普賢岳の形と雲仙普賢岳の過去の噴火のようすの組み合わせとして最も適当なものを,

次のア～工の中から一つ選んで,その記号を書きなさい。

形 iL去の噴火のようす

ア
|口 H・,F・li‐

=■
′

二三 _二二

,・・●

穏やかな噴火であった。

イ 爆発的な激しい噴火であった。

ウ
おわんをかせたような,|′

穏や刀ヽな噴火であった。

エ 爆発的な激しい噴火であった。

ウ 温度

に当てはまる語を書きなさい。
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